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CO2排出削減事業者支援事業の目的

� 中小規模の事業所におけるCO2排出削減を
支援すること。

� 支援した事業所での成果を、他の事業所へ普
及すること。
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モデル事業所の要件

� 県内に位置する、おおむね従業員数50人以
下の事業所であること

⇒ 事業所単位でご応募ください。

� CO2削減取組状況やその結果の公表に同意
していただけること



専門家のコンサルティングについて

① 事前調査

直近１カ年分（H20年4月～H21年3月）の電気・燃料・水道等の使用状況、事
業所の設備状況等を記入の上、ご提出いただきます。
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受電電圧 ｋV
変圧器総容量 ｋVA
契約電力と種別 契約種別 ｋW
受電力率

受電方式（○印をつける）

常用（○印をつける） あり（専用 CGS/ｺｼﾞｪﾈｰｼｮﾝ用） ・ なし

電
気
設
備

発電機
容量 ｋVA

中央方式（機械室か屋上に冷凍機・ﾎﾞｲﾗｰ・冷温水発生機がある方式
空調方式（○印をつける）

個別方式（上記以外で、各空調機に個別の室外機がついている方式）

空調容量（単位に○印をつける） ｋW ・ RT 台

冷房期間 月 ～ 月 設定温度 ℃

空
調
設
備 空調運転期間

暖房期間 月 ～ 月 設定温度 ℃

用水の種類（○印をつける） 上水道 工業用水 地下水 その他（ ）
給排水

設備 給湯の方式（○印をつける）
中央給湯方式 （給湯ボイラーがある方式）

局所給湯方式 （個別の湯沸器や温水器がある方式）

エレベータ 台
昇降設備

エスカレータ 台

その他

設備
ボイラー等



② 専門家の訪問

実施状況の確認

CO2削減計画書の見直し

計画達成に向けての指導

３回目

省エネルギー診断結果報告

CO2削減対策の提案

↓

CO2削減目標の設定、取組内容の決定

CO2削減計画書の作成指導

２回目

省エネルギー診断１回目

３回程度貴事業所を訪問し、診断や指導・助言を行います。

基本的な流れは、下記のように想定しています。

設備導入等の助言、省エネ活動の助言、補助
金・助成金の案内、投資保証付きの請負等の
紹介 など



事前調査
詳細調査

提案

過去のエネルギー使
用状況や現況の設備・
運用の確認により省エ
ネ効果を予測。

詳細調査・対策検討し
省エネを具体化。

見える化
デマンドモニタ・
流量計等計測器を
活用し「見える化」

効果検証

省エネ対
策の効果
を検証

巡回パトロール案件発掘

運用状況をパトロー
ルにてチェック。

削減目標、対策
内容、費用対効
果を提案

新たな案件も発
掘



事業のスケジュール

� ～１２月２５日（金）：モデル事業所三次募集

� モデル事業所（第三次募集分）の決定通知

� 事前調査票の提出、県との協定締結

� 専門家による訪問の開始

↓

CO2排出削減に向けた取組の実施

↓

� ～平成22年3月： CO2排出削減の取組の指導・助言


